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事業者名 熊本県厚生農業協同組合連合会

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

健康管理活動を通じ、JA組合員・地域住民の暮らしと健康を守り、明るく豊かな地域づくりに貢献します。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当す
る場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標と、現状の数値および更新時
（3年後）の数値目標を記載してください。（例：採用の人数：2023年○人→2026年○人）更新時には実績を報告する必要があります。

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と
「指標」をそのまま転記してください。
・「取組みの進捗状況」には、取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。

更新

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

環境

電力・ガソリン等のエネルギー使用量を削減する。
エネルギー使用量5%削減
2023年度88kl
2026年度83kl

社会

経済

環境

特定健康診査やがん検診など健康診断の受診者数を増やす。
健診受診者数
202３年度125,687名
2026年度132,000名

社会

経済

環境

働きやすい環境を整備するとともに、健康経営の質を高める。

健康経営優良法人
2023年度中小規模法人部門認定
2026年度中小規模法人部門（ネク
ストブライト1000）認定

社会

経済

　疾病の早期発見・早期治療のため、JAグループや契約市町村との連携により、より多くの方に健康診断を受診
してもらえるよう働きかけを行います。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

2023年度88kl

前期のSDGsに関する重点的な取組み

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

前期の指標

前期の指標に対する実績

電力・ガソリン等のエネルギー使用料の削減
エネルギー使用量5%削減
2020年度90kl
2023年度86kl

車両更新による燃費向上や車両配置の適正化により、車両燃
料は減少したが、業務システム更新に伴う時間外労働の増加に
より、電気量が増加したため、2％の削減に留まった。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

健診受診者数
2020年度117,556名
2023年度132,000名

前期の指標に対する実績

特定健康診査やがん検診など健康診断の受診者数・受診項目
を増やす。

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）

コロナ禍で減少した受診者数の回復に向けて取り組んだもの
の、高齢化や定年延長による住民健診対象者の減少により目
標達成はできなかった。

三側面
（分野に☑）

5年未満従業員や非正規従業員へのヒアリングを毎年実施し、
職場環境の改善に努め、目標を達成できた。

2023年度8％

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

2023年度125,687名

働きやすい環境を整備し、職員の離職率を下げる。
離職率（離職者/定員）
2020年度13%
2023年度10％以下経済

取組みの進捗状況（実施状況や指標の達成状況など）


